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スローガン「新しい仲間と協力し、団結力を深めよう」はみごと達成！

5月10日(木)～11日(金)の二日間、1年生は鉢伏高

原に「宿泊学習」に行ってきました。1日目は曇り

空で、現地では霧雨が降り続く中、オリエンテー

リングを行いました。オリエンテーリングという

のは、グループ単位で相談しながら高原に点在し

ている各ポイント地点を探し当てながら、できる

だけ早くゴールするという競技スポーツです。1年

生は雨にも負けず、低気温にも負けず、みんなで

相談し励まし合いながら、全員がゴールしました。

おかげで、焼き肉の夕食がお代り続出だったそう

です。

2日目は、同じく霧雨の中、魚つかみとその魚も使っ

た飯盒炊さんを行い、ご飯とカレーライスの出来栄えを

競いました。「レストランのごちそうよりずっと美味で

した」の生徒の声。1年の教員もみんな生徒の頑張りをほ

めていました。中学で初めてのチームワークは、鉢伏の

大自然の中で、見事な「絆」を築けたようです。 ここ

で、生徒の感想を紹介します。

２年校外学習 心のコップを上向きにできたよ

5月10日（木）2年生は日帰りで、貝塚市

の「奥水間アスレチックスポーツ」まで「校

外学習」に行きました。

飯盒炊さんとフィールドアスレチックに

取り組みました。2年生は普段から「集団生

活」の決まりをよく守っています。やはり

奥水間の大自然の中、いつも以上に自覚して活動できたようです。2年生

も「絆」が築けました。あとは、自分達だけでも全体が整然と動き、目標

を達成できる「社会力(自治力)」ですね。修学旅行に生きるはずです。

授業参観・ＰＴＡ総会・学年懇談会 ありがとうございました

１年宿泊学習成功に終わる

学校教育目標

自らを律し、社会的に

自立し、健全な市民生活

を送るための力の育成
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尼崎市立中央中学校
中央中だより
学 校 だ よ り

体育大会練習始まる 体育大会は６月１日

「未来へ伝えよう 中央

の絆」のスローガンのも

と、体育科の教員を中心

に学校を挙げて練習と準

備に励んでいます。先日

の全体練習では、なかなかの入場行進を見せてくれま

した。各競技も楽しみですが、特に3年の組体操は圧巻

です。恒例の｢ムカデ競走｣ももう朝練習が始まってい

ます。このものすごい熱気をぜひ期待していてくださ

い。6月１日の観覧をお待ちしています。

市民スポーツ祭の結果 夏の前哨戦終わる

野球部 2回戦敗退（対啓明、1 回戦は立花に勝利）

ソフトボール 第 6位（小園に 1 勝、準々決勝で園田に惜敗）

男子バレー 優勝(すべて 2 対０の圧勝)

女子バレー 第３位(大庄北に惜敗)

男子バスケ 1 回戦敗退(日新に惜敗)

女子バスケ 優勝(ライバル大成に完勝、決勝は圧勝)

バドミントン部 6/3（ベイコム体育館）

男子テニス 団体ベスト８

女子テニス 団体ベスト８

個人ベスト８（浦川・東田、辻・下田）

剣道部 団体・個人参加 水泳部 6/3（スポーツの森）

新しい職員のお知らせ チーム中央に加わりました

多文化共生サポーター（日本語支援）

寺本･アナリン･グバラネ（毎週月曜日）

スクールソーシャルワーカー 大台賢史（毎週月曜日）

2 年校外学習の感想

オリエンテーリングの登山の時、私は最初は元気だったけれど、途中からしんどいし

高くて怖くなって進むのが遅くなった時、班のみんなが待っててくれたこと。下りの時、

霧で真っ白になり下が見えなかったり、何回かこけて降りるのが怖く立ち止まってしま

った時に、萩田さんが手を貸してくれたり、引っ張ってくれたりして下りやすくしても

らったこと。登る途中は曇りだったのに、頂上に行くと晴れたこと。いつもだったら高

いところの景色は嫌いだったけれど、鉢伏山から見た景色はすごくきれいだったこと。

私は、宿泊学習で新しい友だちがたくさんできました。それと、仲間と協力すること

の大切さをたくさん学ぶことができました。 山崎水綺（1-3）

全員による入場行進練習

鉢伏高原での入村式

オリエンテーリング

みんなで作ったカレーは美味い

底が焦げて真っ黒な鍋を手に持ってて、そのまま顔

について黒くなっている人がたくさんいました。私に

とってしんどい一日でした。けれど、たくさんしゃべ

れる人が増えたのでよかったです。 （2-4 女子）

校外学習で「カレーの野菜はちゃんと切らないとた

いへんだ」ということを学びました。あと、少し登っ

ただけでへとへとになった時は「あ、もう年だな…」

って思いました。（笑） （2-4 女子）

「中２にもなると，親は参観日に来ない」というデマが流れているようで

すが、そんな噂にも負けず、大勢の保護者の方が来校くださいました。

思春期の子どもでも、わが親が見てくれることはやはりうれしいのです。

素直に表せないだけです。これからもどしどし来校をお待ちしております。


